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■特別記事
訪問看護師と医師との連携―事前約束指示の必要性と有効性　川越厚
ストックホルム高齢者ケア研修報告　濱口豊太ほか
60歳からの新人，訪問看護師としての日々をふり返って　小濱友昭

■研究報告
侵襲的人工呼吸療法を行なう患者の在宅療養移行時の退院指導　古瀬みどり

■新連載
訪問看護ステーションインタビュー　木村憲洋／訪問看護の現場をあるく　川越博美・宮崎和加子

■連載
訪問看護時事刻々　石田昌宏／もの忘れを補うモノたち―簡単な道具と機器を利用した認知症患者の
日常生活支援　安田清／大牟田発！地域の縁側で認知症ケア　牧坂秀敏／わたしのことをわたしから　三
木淳一／在宅で療養するがん患者と家族のためのケアの手引き　福井小紀子／ほんとの出会い　岡田
真紀／萌黄色のハンカチーフ　赤川次郎

新カリキュラムにおける在宅看護論の位置づけと今後の方向性　山田雅子
新卒の訪問看護師を育てる　小西優子　　
介護専門職のための研修システム―定例学習会の実践から　片山蘭子

２００９年４月より適用となる看護教育の新カリキュラムでは，専門分野の構造的な見直しがされ，「在
宅看護論」はすべての看護師に必要な教育内容として統合分野に位置づけられました。新カリキュラ
ムの方向性についての解説とあわせて，医療福祉の環境が変化するなか在宅ケアを担う人材を独自に
育ててきた２つの実践を紹介します。

特集 これからの「在宅」を担う人を育てる
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●12巻最後となる今号のトップを飾るのは“2007年の医療と福祉をふり返って”。開始早々白熱した今座談会
ですが，浅川氏の「相部屋を認めるかどうかが議論の最初の分かれ目」という一連の発言をはじめとして，制
度の過去から今後にまでおよぶ討論では目標と現実の差を改めて認識させられ，とても勉強になりました。コ
ムスン問題やその訪問看護との関係については尾¿氏の特別記事をあわせてご覧ください。…………………富岡
●連載 「時間を忘れて」の天方さん，年若い彼女が送信してくれる写真と文章がセピア色めいているのが不思
議でした。子ども時代のあれこれ，忘れていた時間を思い出させてくれたページです。「わが憧れの老い」の
服部先生，情感豊かな，生きいきとした文章とともに紹介される老いのありようは，年齢を重ね，老いを迎えるの
も悪くはないかな……という気がしました。読みながら旅をしていたような２つの連載が終わります。……伊藤
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